
資料３

１．石積み護岸の緑化の目的
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①自然石で形成される石積み護岸の景観の改善や、
利用空間としての場の向上を図る。

⇒ （画一的、人工的、殺伐感の緩和を図る）

②自然石で形成される石積み護岸を、再生のテーマである
「海と陸の連続性」を反映した施設への向上を図る。

③先進的な取り組みの事例として、今後の海岸事業の
パイロット的な工事とする。
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２．石積み護岸の緑化試験の進め方（案）

（１）試験の目的

市川海岸の石積み護岸の緑化手法について検討する。

●石積み護岸の緑化手法

○護岸構造を利用した基盤の形成方法を見出す。

⇒ 隙間タイプ？ 被覆タイプ？ 真水が確保できる構造は？

○市川海岸の石積み護岸の立地環境に合った植物を確認する。

⇒ 厳しい環境で生育・根付くか？

○立地環境に合った緑化手法を見出す。

⇒ 種まき手法？ 苗植え手法？ 株の移植？

（２）試験の進め方（案）

緑化試験 陸上、モニタリング
・市民参加を求める

・事業者施工で公開型

試験項目 特徴 進め方

試験内容について

○試験内容を護岸検討委員会で検討し、試験計画として
取りまとめ、ホームページ上で公開する。

○現地試験（植え込み、観察）について市民参加を募る。

○観測終了後は試験結果の検証と評価を行い、
護岸検討委員会で植物の種類を決定する。
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試験フィールドの位置図

1
:
3

1:21:2

1
:
2

AP.+3.8ｍAP.+3.0ｍ

1
:
2

1
:
2

1:2

AP.+5.65ｍ 1:20

1:
2

60.00m
捨石部

20.00m
基本断面部

（完成形）
20.00m
捨石部

（未完成）

AP.+4.00ｍ

1
:
2

1
:
2

1
:
2

1
:
2

230.00m
捨石部

AP.+4.0ｍ

20mA.P.+3.0mまでの乱積み
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緑化試験フィールド：Ｂゾーン
（H20年度施工予定）

緑化試験フィールド：Ａゾーン
（H18年度完成部）

（３）試験フィールド（案）

試験フィールドは以下のＢ（H20年度実施箇所）とする。

Ａ：H18年度完成部

試験場所 概要

Ｂ：H20年度施工箇所

完成形の利用、

吸い出し防止シートなし

緑化に対する断面計画が可能

課題点

○シートが無いため、間詰めを行うと流出による潮間帯

生物への影響が考えられる。

○真水をどのように確保をするか

○真水をどのように確保するか

（４）試験内容（案）： Ａゾーン

Ａゾーン ： H18年度施工部

Ｌ＝5ｍＬ＝5ｍ

①

海浜植物の
種子を含ん
だ砂袋をお
き、部分的
に株等を移
植する

②

砂袋を基
盤として、
その上面
に植物繊
維シートを
敷設する

A.P.+3.0m

注）海浜植物の移植に

ついては専門家の

指導を得て実施。

A.P.+5.65m

H.W.L.+2.1m

天端部

のり面部
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①植物繊維シート袋の基盤による試験

△課題点 → 砂が流れ出ないか。

ＡＰ＋３．０ｍ

被覆石

捨石

植物繊維シートによる袋
海浜植物の株や苗生育基盤（砂）

海浜植物の種子が含まれた砂を投入

ＡＰ＋２．１ｍ

ＡＰ＋１．５ｍ
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遮水シート
保湿材料を混入させる
（炭、高分子ポリマー等）

支え板

★生育基盤（砂）や苗・株について

江戸川放水路や船橋三番瀬海浜公
園からの導入は可能か？

空隙のまま残す

○シートが無いため、間詰めを行うと流出に

よる潮間帯生物への影響が考えられる。

空隙のまま残す

○シートが無いため、間詰めを行うと流出に

よる潮間帯生物への影響が考えられる。

②植物繊維シート袋の基盤＋植物繊維シートマット

△課題点 → 砂が流れ出ないか。

生育基盤（砂）

ＡＰ＋３．０ｍ

被覆石

捨石

植物繊維シートによる袋
海浜植物の株や苗

生育基盤（砂）
海浜植物の種子が含まれた砂を投入

植物繊維シートマット

ＡＰ＋２．１ｍ

ＡＰ＋１．５ｍ

7

★生育基盤（砂）や苗・株について

江戸川放水路や船橋三番瀬海浜公
園からの導入は可能か？

空隙のまま残す

○シートが無いため、間詰めを行うと流出に

よる潮間帯生物への影響が考えられる。

空隙のまま残す

○シートが無いため、間詰めを行うと流出に

よる潮間帯生物への影響が考えられる。

遮水シート



Ｂゾーン ： H20年度施工部

砕石による間詰め Ｌ＝20ｍ

Ｌ＝5ｍ Ｌ＝5ｍ Ｌ＝10ｍ

①

海浜植物の種子を含んだ
砂を投入する

②

海浜植物
の株等を
移植する

③

植物繊維
シートを利
用する

・①、②

注）海浜植物の移植に

ついては専門家の

指導を得て実施。

天端部

のり面部
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Ｈ２０年度の工事範囲で
は、ここはＨ１８年度完
成部になるので、シート
の無い範囲になるので
フィールドから除外する

A.P.+3.0m

A.P.+4.85m

H.W.L.+2.1m

A.P.+5.65m

（５）試験内容（案）： Ｂゾーン

Ａゾーン
H18年度施工部

※Aゾーンの写真を使ってイメージを作成

①間詰め＋海浜植物の種子が含まれた砂の投入

△課題点 → 砂が流れ出ないか。

吸い出し
防止シート

生育基盤（砂）
海浜植物の種子が含まれた砂を投入

ＡＰ＋３．０ｍ

被覆石

捨石

保湿材料を混入させる
（炭、高分子ポリマー等）

ＡＰ＋２．１ｍ

ＡＰ＋１．５ｍ

目つぶし材
（砕石0～40など）

①

②

シートの設置方法

①：汽水域を期待する

②：汽水域を期待しない

植物繊維シートによる袋
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★生育基盤（砂）や苗・株について

江戸川放水路や船橋三番瀬海浜公
園からの導入は可能か？



②間詰め＋海浜植物の株・苗の移植

△課題点 → 砂が流れ出ないか。

生育基盤（砂）
海浜植物の種子が含まれた砂を投入

ＡＰ＋３．０ｍ

被覆石

捨石

保湿材料を混入させる
（炭、高分子ポリマー等）

植物繊維シートによる袋

海浜植物の株や苗

②

ＡＰ＋２．１ｍ

目つぶし材
（砕石0～40など）

ＡＰ＋１．５ｍ
①

シートの設置方法

①：汽水域を期待する

②：汽水域を期待しない 10

★生育基盤（砂）や苗・株について

江戸川放水路や船橋三番瀬海浜公
園からの導入は可能か？

③間詰め＋植物繊維シートマット利用

△課題点 → 砂が流れ出ないか。

生育基盤（砂）

ＡＰ＋３．０ｍ

被覆石

捨石

植物繊維シートによる袋
海浜植物の株や苗

生育基盤（砂）
海浜植物の種子が含まれた砂を投入

植物繊維シートマット

②

ＡＰ＋２．１ｍ

ＡＰ＋１．５ｍ

目つぶし材
（砕石0～40など）

シートの設置方法

①：汽水域を期待する

②：汽水域を期待しない

①
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★生育基盤（砂）や苗・株について

江戸川放水路や船橋三番瀬海浜公
園からの導入は可能か？



（６）進め方のフロー（案）

12

緑化試験

事業者が基盤を設置

し、公開型とする

植え込み・観察に

市民参加を募る

市川海岸塩浜地区護岸検討委員会

市川海岸塩浜地区護岸検討委員会

試験案の検討 → 試験計画の取りまとめ → 試験内容の公開

試験結果の報告 → 検証・評価 → 植物種の決定

実施計画に反映

H20年 2月
～

H20年 6月

H20年 9月
～

H22年 4月

H21年 9月
～

H21年11月

３．石積み護岸の緑化試験の実施計画

①植物種の選定 ： 海浜植物の種子が含まれる砂を

投入するケース

砂の採取地と時期を専門家等の意見を参考に定める。
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②植物種の選定 ： 移植するケース

石積み護岸の緑化のための植物種を
専門家等の意見を参考に選定する。

例）船橋三番瀬海浜公園の実情を参考にすると、
ハマゴウ、ハマヒルガオ、ハマボッス、イワダレソウ、
ハマダイコン等が目標植物種として揚げられる。



③目標植物種の例

イワダレソウ

クマツヅラ科

関東地方以西に分布。

砂浜に露出した母岩の上をはった
り、やや湿った土壌の混入した砂
地に茂ったりで、純粋な砂浜に生
えることはまれである。

ハマヒルガオ

ヒルガオ科ヒルガオ属の多年草

各地の海岸に見られるほか、とき
に内陸の湖岸、河原にも生える。

地下茎は白く、砂中に深く入る。茎
は砂上を長くはい、枝分かれする。

花は５月ごろ咲く。

ハマゴウ

クマツヅラ科ハマゴウ属の落葉小
低木

北海道を除く各地の砂浜や礫浜に
群生し、北方のハマナスに対し南
方を代表する海岸小低木。

茎は長く伸びて枝分かれし、砂の
上をはって広がることから、海岸の
砂防に役立っている。

花は７～９月に咲く。

写真の出典と文章の参考資料： 山渓カラー名鑑野の植物誌、日本野生植物館

ハマボッス

サクラソウ科オカトラノオ属の
２年草

北海道南部から南西諸島までの海
岸の崖地にふつうに生息する。

茎は基部で数本に分かれ、束のよ
うに見える。

花は５～６月に咲く。
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ハマニンニク

イネ科エゾムギ属の多年草

北海道、本州（太平洋側では房総
半島以北）、九州北部に見られる。
北日本では砂丘上に、東北地方南
部以南では波打ち際近くに群落を
つくることが多い。

太い地下茎を伸ばして繁殖し、株
をつくる。

ハマダイコン

アブラナ科ダイコン属の１年草

日本各地の海岸に分布し、砂礫浜
や内湾に多い。全体にやせていて
、粗い毛を多く生やす。根は特には
太くならない。

果皮が乾くとスポンジ状になるため
海水に浮く。

花は３～４月に咲く

写真の出典と文章の参考資料： 山渓カラー名鑑野の植物誌、日本野生植物館
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④実施スケジュール（案）

○植物の植え込みや観測の時期・頻度等について
○試験期間や実施密度の時間条件について

16

工程　

　手続き 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

三番瀬再生会議等（実施計画）

モニタリング調査・影響評価

海域工事（契約手続）

海域工事（製作等手配）

海域工事（現地施工）

＜試験計画＞

緑化植物試験

＜凡例＞

Ｈ２２年度Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度

観測 検証・評価 本施工砂の投入、
植え込み

内容検討

完成形ﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ工事 完成形ﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ工事捨石工事外716m

決定 決定 決定 決定

Bゾーンで実施

（H20年度施工箇所）

Ａゾーンで実施

（H18年度完成部）

４．さらし砂試験計画（案）⇒（護岸検討委員会の意見を反映）

（１）目的

１丁目隅角部の静穏域を利用して、さらし砂を投入した場合の
砂の挙動とそこに構成される生物相を確認し、今後の護岸バリ
エーションの検討材料とする。
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試験場所の状況 投入場所

確認項目

①砂の挙動

・測量的な手法によって変状を

確認する。

②生物相

・生物調査を行って、どのような生物

が確認されたかを整理する。

（砂地の良好性をアサリでみる）



 AP＋5.40m

 AP+1.00m

1:3

捨 石

 A.P.+3.00m 

▽ 計画高潮位:A.P.+5.4m

▽ 朔望平均満潮位:A.P.+2.1m

▽ 朔望平均干潮位:A.P.±0.0m

平面イメージ図

断面イメージ図

① ② ③

（２）砂の投入概要

①小規模なケースでの試験（案） : 約100m3

投入する砂について

○江戸川放水路に堆積した砂を投入する。

（漁港側への流出防止の捨石を置く）

○事前に砂の性状を把握しておく

（粒径、生物等）。

流失防止の置き石

２００～３００ｋｇ／個

投入時期について

○６月の大潮時に公開で実施する

（大きく潮が下がる時期に投入前の

観察を行った上で投入する。

潮が低いので投入形状もよく見える）
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2

1:2

1:201:2 AP.+4.0ｍ
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20m

さ
ら
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先
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流失防止の置き石

２００～３００ｋｇ／個

干
潮
ラ
イン

①

②

満潮ラ
イン

③
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 AP＋5.40m

 AP+1.00m

1:3

捨 石

A.P.+3.00m 

▽ 計画高潮位:A.P.+5.4m

▽ 朔望平均満潮位:A.P.+2.1m

▽ 朔望平均干潮位:A.P.±0.0m

断面イメージ図

① ② ③

流失防止の置き石

２００～３００ｋｇ／個

平面イメージ図

1:2 AP.+4.0ｍ

1:
2

1:2

1:201:2 AP.+4.0ｍ
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1:2

1:20

30m

20m
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ら
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先
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１0m

流失防止の置き石

２００～３００ｋｇ／個

干
潮
ラ
イン

①

②

満潮ラ
イン

③

②隅角部全体を使用するケースでの試験（案） ： 約400m3
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（４）さらし砂で予測される生物相について

①石積みや鋼矢板壁に付着するマガキを

主体とした生物群集の衰退

⇒波・流れによる砂粒子の摩擦の作用や、

砂中に埋もれてしまうなどの影響によりマガキが

付着しにくくなる。

② さらし砂投入による、現況の砂地に生息する生物の

一時的な消滅と、その後の砂地を好む生物群集の定着

⇒およそ１年後以降に、砂地を好む生物の加入が期待される

現在の石積み端部付近の現在の石積み端部付近の

マガキ着生状況マガキ着生状況

（（20072007年年88月）月）

塩浜１丁目側隅角部付近の塩浜１丁目側隅角部付近の

砂地盤に生息するアサリ砂地盤に生息するアサリ

（（20072007年年88月）月）

①さらし砂による

短期的な影響

中潮帯まで砂があると、
マガキに代表される付
着性の潮間帯生物は
少ない。

カキの付着が多い。

カキの付着が多い。
千
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港
海
岸
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葉
港
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岸

習
志
野
地
区

習
志
野
地
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葛
西
海
浜
公
園

葛
西
海
浜
公
園

幕
張
の
浜

幕
張
の
浜

石積み護岸

高潮帯
中潮帯
低潮帯

砂地 潮下帯

比較的急深

潮下帯から砂地

石積み護岸

高潮帯
中潮帯
低潮帯

砂地 潮下帯

比較的急深

潮下帯から砂地

石積み護岸

高潮帯
中潮帯
低潮帯

砂地 潮下帯

遠浅

潮下帯から砂地

石積み護岸

高潮帯
中潮帯
低潮帯

砂地 潮下帯

遠浅

潮下帯から砂地

高潮帯
中潮帯
低潮帯

砂地

石積み護岸

潮下帯

遠浅

中潮帯から砂地

高潮帯
中潮帯
低潮帯

砂地

石積み護岸

潮下帯

遠浅

中潮帯から砂地

② 石積み護岸の前面に砂浜がある場合の近隣事例からの考察

石積護岸：前面水深は塩浜地区
の砂地盤より浅い

被覆石は1ton、
のり勾配は 3割

観察時潮位
約70cm

・幕張の石積み護岸部は、前面水深が浅くマガ
キに代表される付着性の潮間帯生物が少ない
と考えられた。

⇒波・流れによる砂粒子の摩擦の作用や、砂中に埋
もれてしまうなどの影響により付着しにくくなる。

さらし砂実施箇所で

予測されるケース

現在の塩浜護岸

改修部で予測した

ケース
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沖5m地点の出現種
H18年9月 H19年1月 H19年4月 H19年8月 H20年1月

植物 ハネモ属の一種 - ○ - - -
動物 クロガネイソギンチャク - - ○ - -

スゴカイイソメ - - ○ - -
アラムシロガイ - - ○ - -
ホンビノスガイ - ○ - - ○
アサリ ○ ○ ○ ○ ○
マルスダレガイ科 ○ - - - -
異尾亜目（ヤドカリ類） ○ - ○ - ○
イッカククモガニ - - ○ - -
ヒライソガニ - ○ - - -
スジハゼ - ○ ○ - ○

出　現　種

沖8m地点の出現種
H18年9月 H19年1月 H19年4月 H19年8月 H20年1月

植物 ハネモ属の一種 - ○ - - -
動物 アラムシロガイ - ○ ○ ○ -

アサリ ○ ○ ○ ○ ○
マルスダレガイ科 ○ - - - -
異尾亜目（ヤドカリ類） ○ ○ ○ ○ -
ケフサイソガニ ○ - - - -
ヒライソガニ ○ - - - -
ハゼ科 - - - ○ -
マハゼ ○ - - - -
スジハゼ - ○ ○ - -

出　現　種

沖10m地点の出現種
H18年9月 H19年1月 H19年4月 H19年8月 H20年1月

植物 ハネモ属の一種 - ○ - - -
動物 トゲアメフラシ ○ ○ - - -

ツバサゴカイ ○ - - - -
アラムシロガイ ○ - ○ ○ -
ホンビノスガイ ○ ○ - ○ ○
アサリ ○ ○ - ○ ○
バカガイ - - - ○ -
マルスダレガイ科 ○ - - - -
ケフサイソガニ ○ - ○ - ○
ヒライソガニ - - ○ - -
ハゼ科 - - - ○ -
マハゼ ○ - - - -
スジハゼ - ○ - - -
コチ科 - - ○ - -

出　現　種

③これまで観察された砂地の
生物出現種と、
今後のさらし砂における生
物相について

・平成18年の石積み護岸施工直後より、
3地点で観察を実施している。
・観察では、ほぼ毎回どの地点でも

アサリが確認されている。

Ｎ

№83 №83+13.4m
5m

5m
8m
10m

①

②
③

工事区域端部東側

0 50m

観察地点図

③

①

②

砂地を好む生物の定着が予測さ
れるが、加入する生物の種類は
投入砂の粒度等の性質に左右
される。

砂地を好む生物の定着が予測さ
れるが、加入する生物の種類は
投入砂の粒度等の性質に左右
される。
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５．各試験の実施計画（案）

・さらし砂投入範囲の中で4地点年2回＋ｲﾍﾞﾝﾄ(台風等の高
波)後
※モニタリングと同時期

地形測量

・方形枠(50㎝×50㎝)による目視観察
・潮間帯で１箇所

夏季：9月(H20)
冬季：1月(H21)
春季：4月(H21)
の年3回
※モニタリングと同時期

生物観察

・第１工区の完成断面石積のり先。未施工区間の直立
護岸前面

青潮発生時DO計による
測定

青潮時の溶存酸素量測定
生物環境への外力把握を目的とする。

・測線No.82の護岸前面の1箇所
(30日～60日連続観測；
目的とする外力が把握される時点までとする)

・9月と10月
・3月と4月
最長60日

×2回/年

波高・流速
計の設置

物理環境への外力(波、流れ)把握
を目的とする。
・波高・波向の計測
・流れの計測(海底面上約1m)

波浪・
流況検

証
材
料

・平成20年度施工箇所（L=20m）のA.P.+3.0m以上とな
る範囲で複数の試験手法で実施。

・発芽、生育、定着を確認する。
・試験は公開で実施
・試験時期は専門家の指導を得ながら実施する

平成20年度中暴露試験緑化の適用性の確認緑化

・大潮時に公開で実施春季：6月(H20)投入・隅各部の微地形の変化の把握
・さらし場形成の可能性の把握等

さらし
砂

検
証
項
目

数 量 等時期（間隔）方 法目 的項目区分

（1） 試験のモニタリング計画（案）
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平成20年度に追加する項目については、赤色の凡例記号
で示し、平成19年度から継続する項目については黒字の
凡例記号で示した。

深浅測量（20m間隔×43測線）

H20年度：356m

地形測量では、
施工範囲の端部
周辺地形を捉え
る。

深
浅
測
量
50
0m

対照測線
L-3

測線No.46
(旧・2工区)

測線L-2
(旧・対照測線)

測線No.82
(旧・1工区)

地形測量範囲：測線延長4,300m（岸沖方向100m×43測線）

地形測量測線：測量延長1,500m（岸沖方向500m×3測線）
及び底質採取(沖合100mから50m及び100m間隔)

潮間帯生物（ﾗｲﾝﾄﾗﾝｾｸﾄ法）及び底質採取(10m間隔)
×5測線（乱積み部は石積み潮間帯のみ）

又は、

又は、

凡 例
潮間帯生物（定量採取）5箇所×4検体
（高，中，低潮帯，のり先）

潮間帯生物（定点目視観察）1箇所

波高・流況 1箇所

緑化試験

深
浅
測
量
50
0m

深
浅
測
量
50
0m

H16年度環境基礎調査のL-3から
80m西側へ移動した測線

（２） モニタリング調査位置
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